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緒言 近年，空港などで行われるセキュリティ

チェックの確保が強く求められている．テロリ

ストによる機内への爆発物の持ち込みや，麻薬

の密輸などを防ぐためである．しかし，一般的

に導入されているX線検査や金属探知器，簡単

な手荷物検査や麻薬探知犬でその全てを完璧に

防ぐことは難しい．巧みに偽装された危険物を

持ち込ませないためにも，セキュリティチェッ

クに新しい視点や別の角度からの探知は必要で

あると考えられる．そこで，本研究では訓練さ

れた犬に匹敵する高感度ガスセンサを前提とし

た，化学物質の拡散による発生源の位置推定シ

ステムの構築を目指している．数値として値を

取り出せるセンサを用いることで，検査員の技

量に依らない定量的な探知が可能になる．また，

データを蓄積することによるシステムの向上も

期待できる．更に，ガスセンサは比較的安価で

あるため，導入コストも低く抑えることができ

る．また，本研究室ではプラズモニクスを用い

た超高感度ガスセンサを研究しており[1]，将来

的に本研究と組み合わせることで更なる推定精

度の向上を目指している． 

 

実験と結果 今回構築するシステムは拡散が支

配的であることを前提とした，100×100×100 

cm3の密閉された3次元空間におけるC2H5OHの

連続発生源の位置を推定するものである． 

システムの概要を以下に示す． 

1. 各センサの各時刻における検出濃度のデ

ータ系列から最小二乗法を用いて式(1)の

係数a, bを推定する． 
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2. 気体の拡散方程式(2)より，推定したbから

発生源までの距離rを計算する． 
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ここで，Cは距離r, 時刻tにおける検出濃度，

Mは存在物質量，Dは気体の拡散定数であ

る． 

3. 求めた各センサからの距離rを統合するこ

とで発生源の位置を推定する． 

推定位置は存在確率をカラーマップで表示する

(図1)． 

 

図1．存在確率のカラーマップ表示 

シミュレーションでの発生源は 

(x, y, z) = (32, 97, 66) 

 

結言 3次元密閉空間におけるC2H5OHの連続発

生源の位置推定システムの概要を説明した．発

表では、このモデル系を実験的に構築し、理論

結果との比較検討を行う． 
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